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午前９時30分 開会 

 

○委員長（才脇明美君） 

ただいまの出席委員は、６名であります。 

定足数に達しておりますので、総務建設常

任委員会を開会いたします。 

委員会開会に当たりまして、町長より挨拶

があります。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

おはようございます。 

今週に入りましてですね、台風も過ぎまし

て気候が穏やかになってまいりまして、豊能

町のですね、里山に広がります田んぼもです

ね、ようやく黄金色になって新米が食べれる

時期が来たなあと、ちょっと楽しみにしてい

るところでございます。 

  さて、皆さんおはようございます。 

本日はですね、お忙しい中御参集いただき

まして誠にありがとうございます。 

本日のですね、総務建設常任委員会では39

号、42号とそれから43号議案の関係部分につ

きまして御審査をいただくこととなっており

ます。 

詳細に御審査いただきまして、委員の皆様

方に御理解を賜りまして、しっかりと御審査

をいただきますようにどうかよろしくお願い

申し上げます。 

簡単ではございますが、開会に当たりまし

ての御挨拶とさせていただきます。 

本日は何とぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本日の会議を開きます。 

本日の審査事項は、御手元に配付のとおり

でございます。 

１．令和６年豊能町議会９月定例会議付託

案件についてを議題といたします。 

第39号議案、大阪広域水道企業団の共同処

理する事務の変更及びこれに伴う大阪広域水

道企業団規約の変更に関する協議についてを

議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

おはようございます。都市計画課の吉澤で

す。よろしくお願いします。 

議案書の７ページ、それから新旧対照表を

ごらんください。 

それでは、第39号議案、大阪広域水道企業

団の共同処理する事務の変更及びこれに伴う

大阪広域水道企業団規約の変更に関する協議

についての件につきまして、提案理由並びに

内容の御説明を申し上げます。 

本件につきましては、令和７年４月に岸和

田市、八尾市、富田林市、柏原市及び高石市

と大阪広域水道企業団とが事業統合すること

に向けて、大阪広域水道企業団の共同処理す

る事務並びに大阪広域水道企業団規約を変更

する必要があるため、地方自治法第286条第

１項に基づき協議するものでございます。 

それでは、新旧対照表のほうをごらんくだ

さい。 

大阪広域水道企業団規約の別表第２の中に、

現在統合に向けて協議を進めています岸和田

市、八尾市、富田林市、柏原市及び高石市を

加えるものです。 

附則といたしまして、この規約は令和７年

４月１日より施行するものであります。 

説明は、以上でございます。御審査いただ

き御決定いただきますようよろしくお願いい

たします。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。おはようございます。 

今回、今御説明ございました岸和田、八尾、

富田林、柏原、高石この五つがここの中に合
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流してくる、乗ってくるというふうな説明で

ございましたが、これらの５団体がここに加

わることによって、豊能町にとって影響、い

い影響、悪い影響とかそういったものは何か

あるんでしょうか。それとも全く無いと考え

ておったらいいんでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

直接、本町に対して影響があるというもの

は、特にございません。 

そういう団体さんが増えれば、どんどん水

道の活用が良くなるというふうには思われま

すが、何か変更があるかというのはありませ

ん。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

おはようございます。管野です。 

今の中川委員の質問なんですけども、統合

団体が増えたとて会計統合しないと、豊能町

には、影響が無いんじゃないかと思います。 

それで、次の質問なんですけど、構成団体

全部の議決が要るんですか。大阪府、大阪市

以外の自治体全部の議決が要るんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

構成団体は、府内市町村入っておりますの

で、それぞれの団体ごとに協議をして議決を

求めないと加入はできませんので、そのよう

な手続が必要になってきます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

この統合は、当初は10団体だったと思いま

す。河内長野、羽曳野、そして私が水道の議

員になってから、大東市、和泉市、そして記

憶に新しいところでは、東大阪市が抜けたと

いうことです。この時点で議決をしたら、も

う絶対抜けないんですか。この５団体は。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

基本的には、どこの市町村もそれを協議し

て入るというふうに議決をとってますので、

基本的には抜けることはできないと思います。 

何らかの都合があってそのようなことが必

要になってきた場合は、また、大元のほうで

協議して、それからになるかと思います。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

すいません。思いますっていうのはちょっ

と不適切な発言だと思うんですけど。そうじ

ゃないですか。 

吉澤都市計画課長、思いますでよろしいで

すか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

これ統合が１年延びたということですけれ

ども、令和７年４月から統合ということで、

その統合より今ちょうど半年前なんで、これ

がもう最終決定ということですか。 

とても残念だったのは、東大阪は堺の次に

お水買ってはると思うんですね。そこが抜け

たということで、府域の統合が、やっぱり加

速しなくなったと思うんですね。 

私が議会行ってても、堺市頑張れよと思う

んです。企業長だからね。 

東大阪が抜けたということをすごく残念に

思ってるし、私２月に水道の議会に行ったと

きに、その６団体の統合のメリット、ちゃん

と書類でもらってるんですけど、７月の議会
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で５団体になりましたという、また説明をも

らったんですね。 

だからこの期限が、令和７年４月だったら

この半年前に議決ということですか。もっと

早く議決しておけば東大阪抜けなかったって、

そういうことではないんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

加入するとか、それを辞退するというのは

それぞれの自治体で判断されます。 

管野委員がおっしゃったように、２月まで

の間は東大阪も入る予定で、進められてまし

たが、そこの自治体の議会のほうでいろんな

判断のもと、辞退をされたという経緯があり

ますので、その後になってますので、また、

その議決を受けて、もう一度５団体でという

ことでそれぞれの団体のほうで議決の取り直

しをされております。 

ですので、そのような予定外の行動があり

ますとやはりもう一度一からやり直さないと

いけないということでありますので、その辺

はそれぞれの自治体の事情があるので、なか

なかスムーズにいかないというところはある

かと思われます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

小寺です。 

町村でいけば、島本町だけが入ってないで

すよね。これはなんか理由がはっきりとして

るんですか。水がおいしいというのは聞いて

るんですけど。 

○委員長（才脇明美君） 

答えられますか。 

はい、吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

はい。都市計画課、吉澤です。 

島本町のほうの実情は、詳しくはわかりま

せんが、今自己水で運営してますので、それ

で十分賄えるという判断のもと加入のほうを

見送っているのではないかと思われます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

市でいけば半分しか入ってないですよね。 

話はちょっとあれですけど、自治体クラウ

ドの件もね、何か市は自分たちが裕福だから、

裕福じゃないところに引っ張られたくないと

いう、そういう意向を持ってるんですかね、

そもそもが入らないということは。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、吉澤都市計画課長。 

○都市計画課長（吉澤 亘君） 

都市計画課、吉澤です。 

申し訳ありません。わかりません。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい。坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい、おはようございます。都市建設部、

坂田です。 

詳しい事情はわからないんですが、東大阪、

あと和泉市さんの例でいきますと、議決され

た理由というのがありまして、それでいくと

将来的に統合しまして、府域一水道となった

ときに水道料金が高くなると、現状よりも高

くなるという可能性が高いというところがご

ざいまして、結局、辞退されたというのが最

終理由だったようです。ですので、手挙げて

なくてまだ統合にも意向を示してない自治体

さんにとっては、そういうのがあるのかなと

いうことで考えられます。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 
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はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

お隣の箕面市なんかはね、何か入っても入

らなくても同じぐらいの金額になるから、前

市長は、もう入るとかいう話を聞いてたんや

けどね。入ってないですよね。なんかもうみ

んなが入らないと、何ていうのかな、財政の

豊かなとこは、もう弱いところ切り捨てるっ

ていうそんな感じに受け取れるけどどうなん

ですかね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい。坂田都市建設部長。 

○都市建設部長（坂田朗夫君） 

はい。都市建設部、坂田です。 

お隣の箕面市さんにつきましては、まだ内

部の情報ですけども、今回また秋に企業団の

ほうで会議が催されるということで、その中

の令和７年のその次の年度以降にですね、新

たに４団体が企業団のほうで統合していくと

いうようなことを表明しておりまして、その

中に含まれているということで、正式には今

年の秋以降の企業団の会議で表明されるとい

うふうに聞いております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかに。 

はい。小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

とにかく財政の豊かなところがみんな抜け

てるっていうことは、弱いとこだけが頑張っ

て下げようかとか、そういうことはもうでき

にくいよね。せっかくの団体つくってるのに

ね。何とかできないんですかね。町長の力で

できませんか。 

○委員長（才脇明美君） 

町長に求めますか、小寺委員。結構ですか。 

はい、ほかに質問は。 

はい、小寺委員。 

○委員（小寺正人君） 

維新の首長さんが半分ぐらいいてはるから、

もう無理やり何かできないのかなあと。維新

のね、町長さんやから。もうその中でね、何

とか盛り上げるようなことはできないのかね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

はい、この大阪広域水道についてはですね、

府域一水道ということで、我々理事者側とし

てはまだ諦めているわけではございませんで

して、確かに大阪市とか堺市とかですね、そ

こも言いましたら、政党でいうと維新がとっ

てるというようなところでございますのでね、

その辺も含めて、まだ諦めているということ

ではないと思っております。 

それから東大阪につきましても、今回につ

いては、一旦ですね、議会のほうで否決され

ましたけれども、今回入っていただきました

岸和田市さん、この辺りにつきましてもです

ね、前回は議会のほうでもですね、否決があ

ったところもあったようにお聞きしておりま

すので、一回否決があったからということで、

そこで諦めているということではないと私は

思っておりますし、そう信じたいと思ってお

ります。 

少し話が違いますけれども、国民健康保険

がですね、大阪府内一つの国保料についてで

すね、進めてきたというようなことがござい

ます。これも非常にですね、難しい状況の中

でですね、一つにまとまってきたというよう

なことがございますので、この水道について

もですね、府域一水道というのは諦めずにで

すね、これからもですね、協議をして進めて

いきたいと考えてございます。 

以上でございます。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかに。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 
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はい、質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員であります。 

よって、第39号議案は原案のとおり可決さ

れました。 

第42号議案、豊能郡環境施設組合規約の変

更に関する協議についてを議題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

おはようございます。環境課、中井です。

よろしくお願いします。 

それでは、第42号議案、豊能郡環境施設組

合規約の変更に関する協議について御説明し

ます。着座にて失礼いたします。 

現在、豊能郡環境施設組合の事務所は、豊

能町余野26番地に置いていますが、令和６年

10月以降、組合が保有していた廃棄物の処分

施設を現組合事務所跡地に建設するため、当

該事務所の移転が必要となり、豊能町余野

414番地の１の豊能町役場庁舎内へ事務所を

移転するものです。 

変更内容としまして、規約第４条中にある

豊能町余野26番地を、豊能町余野414番地の

１に変更するものです。 

なお、施行期日に関しましては、令和６年

10月１日の施行となります。 

御説明は、以上です。御審査いただき御決

定賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

昨日の本会議の総括質疑かな、そこで質問

があり、実際の事務所となる場所がこの本庁

舎の三階の奥の会議室というふうな説明があ

ったかなとこのように思っておりますが、私

も１回何か打合せで入らせていただいたこと

があったと思うんですけども、何か冷房を効

かしておかんとあかんような何か機器が確か

あそこにあったように思うんですけども、あ

そこの部屋のことですかね、違うんですか。 

いや、すいません。要は農林商工課の前の

あそこの小部屋、あそこの四畳半ぐらいの部

屋のことなのかな。その辺りちょっとお伺い

します。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、坂田都市建設部長。 

〇都市建設部長（坂田朗夫君） 

都市建設部、坂田です。 

農林商工課のフロアより書棚がありまして、

それの奥側に広い会議室のスペースがありま

す。以前は、契約検査室とかが分室で使って

たりしてた。後それ以外のときでもいろいろ

分室で使ってて、今はもう会議室として主に

使っておるところで、そのスペースを今回移

転先とさせていただいております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

あと実際組合の事務所からこちらに移転す

るということで、人数的には何人でしたっけ

ね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

局長以下４名となります。 

○委員長（才脇明美君） 
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はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

あとここは豊能町の役場であるけども、そ

の中に全然違う、会社で言うたら違う会社が

入ってくるみたいなことなので、ある意味セ

キュリティの関係とかそういったことも大事

になってくるのかなと思いますが、その辺り

はどのようになってるんでしょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい、大西でございます。 

イントラの関係のセキュリティのことをお

っしゃっているのかと思うんですが、まずイ

ンターネットにつきましては、組合単独で引

きますので、町と交錯するということはあり

ませんのでその辺は問題ないと考えています。 

あとの文書関係につきましても、そこはき

っちりと区分けしますので、その辺は十分な

管理のもとで行いますので、問題ないかとい

うふうに考えておるところでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

25年間の大量の資料も移転するんですか。 

それから、今インターネットっておっしゃ

いましたけど、議事録等も上がっていないと

ころでデジタル化っていうのと、今後大事な

ものは紙で置いとかなあかんけれども、資料

をデジタル化していかなあかんと思うんです。

この豊能町の中もそうだと思うんですけど。

資料は運び込めるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい、大西でございます。 

必要なものはこちらへ持ってきます。どう

しても入り切らないもの等については、何ら

かの対策をとってるとは思うんですけども、

今ちょっと具体的にどうということはちょっ

と申し上げられません。すいません。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

秋元です。お願いいたします。 

まず先に資料の件なんですけど、対策協議

会だけで20年で、これはちゃんと残しますと

いうことを対策協議会の最終日に確かそんな

お話もされていたと思いますので、これはき

ちっとしていただきたいというのが１点と、

それとですね、今回三階のほうなんですけど、

大変ちょっと狭いと思うし、今のものを片づ

けたりするのも大変かと思うんですけども、

組合そのものは、要するにあそこに変わって

埋め立てたりなんかしますよね。それが終わ

って解散までこの事務所にいるという理解で

よろしいですか。そこんとこお尋ねします。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい、大西でございます。 

当然必要な資料につきましては、きっちり

と保管しなければなりませんので、それはき

っちりとやります。事務所については、恐ら

く解散までここで執務をするというふうに考

えております。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

多分ね、資料は豊能町の役場になると思い

ますので、幾ら豊能町、能勢町と言っても、

ですからちゃんとしていただきたいというの

と、当然今度大変なね、長年の事業を抱えて

ますけども、それが終わったらすぐ解散する

という理解でよろしいですよね。そのほかに
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まだこういう事業が残ってますってのがある

ようでしたら、ちょっとあわせてお願いいた

します。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい。政策監、大西でございます。 

処分施設を建設後、２年間は経過措置とい

うのがございまして、その間管理をしていか

なければなりません。その後は廃止というよ

うな手続を踏む予定をしておるんですが、そ

の２年間の間にですね、今後どのような形を

とっていくのかというのを協議していくとい

うことになります。 

能勢町のほうで安全対策委員会というのを

まだ設けておるんですが、能勢町のほうで、

まだ若干問題も残っているということもあり

ますので、そこはいつというようなことは申

し上げられませんけれども、十分協議した上

で、最終的に解散というようなことになって

いこうかというふうに思います。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員であります。 

よって、第42号議案は、原案のとおり可決

されました。 

  第43号議案、令和６年度豊能町一般会計補

正予算（第３回）の件（関係部分のみ）を議

題といたします。 

提案理由の説明を求めます。 

順次発言を求めます。 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

おはようございます。行財政課、寺倉です。 

それでは、第43号議案、令和６年度豊能町

一般会計補正予算（第３回）の件につきまし

て、関係部分に係る提案理由を御説明申し上

げます。 

それでは、ＳｉｄｅＢｏｏｋｓ内、豊能町

議会、本会議、令和６年９月定例会議のフォ

ルダ内の第43号議案、一般会計補正予算書を

ごらんください。 

補正予算書の７ページをお開きください。 

第３条といたしまして、繰越明許費の補

正でございます。 

着座にて御説明申し上げます。 

第３表、繰越明許費補正（変更）に記載の

とおり、庁舎等修繕事業につきまして、今回

の補正予算で事業費を増額することに伴いま

して、繰越明許費の変更を行うものでござい

ます。 

○委員長（才脇明美君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

総務課、田中です。おはようございます。

よろしくお願いします。 

続きまして、補正予算書の８ページでござ

います。 

第４表の債務負担行為補正ですが、イント

ラネットプリンタ更新事業の機器保守にかか

る費用につきまして、令和６年度から令和11

年度までの期間で追加するものでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

はい。行財政課、寺倉です。着座にて御説

明申し上げます。 

続きまして９ページをごらんください。
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第５条としまして地方債の補正でございます。 

第５表、地方債補正に記載のとおりでござ

いますが、追加と変更がございます。まず追

加でございますが、13．一般廃棄物最終処分

施設設置整備事業債につきましては、今回の

補正予算に計上しております一般廃棄物最終

処分施設設置整備事業につきまして、地方債

を新たに発行するものでございます。 

次に変更でございますが、８．小中一貫校

施設整備事業債、９．体育施設整備事業債に

つきましては、当初予算に計上しております

小中一貫校施設整備事業債及び体育施設整備

事業債につきましても、今回の補正予算で事

業費を増額することに伴いまして、限度額及

び償還の方法を変更するものでございます。 

次に、今回の歳入歳出予算の補正内容につ

きまして御説明申し上げます。最初に歳出に

ついて御説明いたします。16ページをごらん

ください。 

款２．総務費、項１．総務管理費、目１．

一般管理費の７．基金管理事業でございます

が、令和５年度のふるさと寄附金収入額と予

算額の差を減額するものでございます。 

次に、目５．財産管理費の１．庁舎等管理

事業でございますが、当初予算で計上してお

ります本庁舎変電設備の更新工事の設計及び

管理につきまして、より専門的な知見が必要

であることが判明しましたため、設計及び管

理につきまして業務委託を行うものでござい

ます。なお、本事業の工事請負費は、当初予

算におきまして繰越明許費を設定しておりま

したので、第３表 繰越明許費補正に記載の

とおり繰越額を増額するものでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい。田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい、総務課、田中です。着座にて失礼い

たします。 

同じく補正予算書の16ページでございます。 

目９．電子計算費の２．行政情報化推進事

業でございますが、イントラネットプリンタ

機器の更新に伴うプリンタトナー等の消耗品

を含む保守経費を補正するものでございます。

プリンタ機器につきましては、複数年での更

新を計画し当初予算に計上しておりましたが、

保守方式を見直すことで機器の一括更新と全

体コストの低減が見込めましたので、機器は

当初予算で更新し、更新に伴う機器の保守等

に係る費用を補正するものでございます。 

なお、８ページの第４表のとおり、令和６

年度から令和11年度までの債務負担を設定す

るものでございます。 

次に目11．自治振興費の４．自治会運営支

援事業でございますが、東ときわ台自治会に

おける集会施設の整備に関し、施設整備費の

一部を補助するための費用を補正するもので

ございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、中井環境課長。 

○環境課長（中井 哲君） 

はい、環境課、中井です。着座にて失礼い

たします。 

それでは補正予算書19ページをごらんくだ

さい。款４．衛生費、項２．清掃費、目１．

塵芥処理費の２．広域ごみ処理事業ですが、

豊能郡環境施設組合負担金の増額に伴う費用

及び本町と豊能郡環境施設組合との協定に基

づく負担金を補正するものでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

中谷農林商工課長。 

○農林商工課長（中谷康彦君） 

はい。農林商工課、中谷です。 

続きまして補正予算書の20ページのほうを

お開きください。款７．商工費、項１．商工

費、目１．商工総務費、３．観光事務事業の

18．補助金ですが、こちらはふるさと寄附を

活用して、高山右近顕彰事業を実施する団体

への補助金を補正するものでございます。財
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源は、ふるさとづくり基金を充てるというこ

とにしております。 

歳出の説明は、以上となります。 

○委員長（才脇明美君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

次に歳入について御説明申し上げます。着

座にて失礼いたします。 

15ページをごらんください。 

款19．繰入金、項１．基金繰入金、目１．

財政調整基金繰入金でございますが、今回の

補正による財源調整としまして3,709万3,000

円を増額するものでございます。 

次に、目３．ふるさとづくり基金繰入金で

ございますが、歳出のところで御説明申し上

げましたふるさと寄附金を活用した高山右近

顕彰事業の補助金及び小中学校記念事業の補

助金に係る繰入金を補正するものでございま

す。 

続きまして款22．町債でございますが、先

ほど９ページのところの第５表、地方債補正

で御説明申し上げたとおりでございます。 

説明は、以上でございます。御審査いただ

き、御決定賜りますようよろしくお願い申し

上げます。 

○委員長（才脇明美君） 

これより本件に対する質疑を行います。 

管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

管野です。 

16ページの総務費、総務管理費、一般管理

費のふるさとづくり基金積立金、これまた決

算でやると思うんですけれど、この減額の理

由何か理由あるんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

ふるさとづくり積立金の予算としまして、

約3,000万円予算計上しておったんですけれ

ども、それを減額するということで、3,000

万円は前年度のふるさとづくり基金の入を繰

越して積み立てるという流れになります。 

前年度のふるさと寄附の決算額は、1,372

万730円ということで約1,370万円ですけども、

それに合わせるということで、今回減額とし

て1,628万1,000円を上げさせていただいてい

ます。 

○委員長（才脇明美君） 

よろしいですか。 

はい。中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

同じページの一番下ですかね、自治振興費

41万4,000円、東ときわ台自治会館の玄関前

のタイル張りの、そこの部分の修理というふ

うな説明が以前あったかと思いますが、これ

はいつ頃実施されるというふうになるんでし

ょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

田中総務課長。 

○総務課長（田中久志君） 

はい。総務課、田中です。 

この補正予算のほうお認めいただきました

ら、自治会のほうからですね、この補助事業

活用のための補助金の交付申請というのを町

のほうに提出をいただきまして、町が交付決

定をした後に工事着工するということなりま

して、自治会のほうから一応スケジュールの

見込みとしては11月中の完成予定で進めてい

きたいというふうに聞いております。 

以上です。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

15ページの繰入金、基金繰入金、財政調整
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基金繰入金ですけれども、これを繰入れたら

今、財政調整基金の残高は幾らなんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

寺倉行財政課長。 

○行財政課長（寺倉義浩君） 

行財政課、寺倉です。 

当初予算のベースで、約５億円取り崩すと

いう予算を計上しておりました。今回６月補

正、７月補正を経て９月補正で3,700万円取

り崩すということで、もしこれを全部取崩し

てしまうという仮定ですけども、残高は11億

5,000万円になります。 

○委員長（才脇明美君） 

よろしいですか。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

中川です。 

そうしましたら、19ページをお願いいたし

ます。 

衛生費ですね、ここの中のいわゆる広域ご

み処理事業ということで、１億2,000万円を

超える金額が計上されてございますが、額も

大きいことでもございますので、もう少し詳

しく内容説明をいただきたく思います。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

大西でございます。はい、申し上げます。 

まず、１億2,248万9,000円という金額を上

げさせていただいております。豊能郡環境施

設組合負担金というものが、4,628万4,000円

という額で上げさせていただいておるんです

けれども、これにつきましては、工事内容と

しまして具体的にフレコンバッグ置場の工事、

それから組合事務所横にフレコンバッグが33

袋程度あるんですが、それの移動が必要とな

りますんでそれの仮置き工事、それから仮設

道路の設置工事、それから組合事務所の解体

及び今申し上げましたフレコンバックが入っ

ております倉庫の解体工事、それからその他

の工事費等々の分が、これは組合負担金とい

うことで能勢町との按分で負担する分となり

ます。 

それから、豊能郡環境施設組合との協定に

基づく負担金ということで、これは全て、本

体工事の周辺の工事を組合が施行することと

なるんですが、その中に公共施設再編で潰す

施設、旧双葉保育所なんですけれども、それ

の一部を潰す工事が含まれます。これは豊能

町にとって、有益な事業ということになりま

すので、その分は当然、豊能町として負担す

るということで、それが協定に基づく負担金

というところで約7,600万円という金額を上

げさせていただいております。ただこれは潰

す金額だけではなくてですね、いろいろな処

分費が全体的に出てきますので、その分を按

分したものを含めて7,600万円というような

数字になってきておるというところでござい

ます。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかに。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

今の説明なんですけれども、旧双葉保育所

には、環境施設組合のものしか入っていない

んですか。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい、大西でございます。 

旧双葉保育所の一部になりまして、そこに

は、町として倉庫代わりに使っているものも

ございましたので、その分は、整理をした上

で潰すということになります。今フレコンバ

ッグが、たくさん置いてあるんですが、その

分については、次の本体工事後に移動させる

というようなことになりまして、そこの部分

は全く触らないということになります。その
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分は公共施設再編の工事が始まった段階で解

体するというようなことを考えておるところ

でございます。 

○委員長（才脇明美君） 

318ですね、フレコンバッグの数。 

はい、ほかにございませんか。 

秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

この予算なんですけど、まず4,628万4,000

円、7,620万5,000円どちらにしても、能勢町

と豊能町と合わせた全体の金額をまず教えて

いただきたいということと、それとそれぞれ

の両町の負担割合がどのようになってるのか

お願いします。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

すいません。お待たせしました。 

８月21日に行われました環境施設組合議会

で補正をさせていただいておるんですけれど

も、それの合計額がですね、施設の分担金で

すね、能勢町と豊能町の按分する分が合計で

3,094万5,000円で、協定による分につきまし

ては豊能町が負担する分になりますので、

7,620万5,000円、これは同額になります。 

合計として、１億7,015万円の補正予算を

認めていただいておるというところでござい

ます。 

申し訳ございません。それに、７月に補正

いたしました実施設計分が入っておりますの

で、実施設計分が3,099万9,000円入っており

まして合計で。 

○委員長（才脇明美君） 

暫時休憩いたします。 

（午前10時14分 休憩） 

（午前10時17分 再開） 

○委員長（才脇明美君） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

大西でございます。失礼いたしました。 

７月に実施設計にかかる補正を豊能郡環境

施設組合議会で認めていただいておりまして、

その分の合計額が3,099万円となります。今

回の環境施設組合議会で認められたのが、先

ほど申しました3,094万5,000円と7,620万

5,000円となります。 

この内能勢町の負担金が、1,565万1,000円

で、豊能町が4,628万4,000円と7,620万5,000

円の１億2,248万9,000円というような形にな

ります。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

大きいほうの7,620万5,000円、これ豊能町

だって事で負担は相手方ゼロ、能勢町負担ゼ

ロっていう理解はまずさせていただきました

けど、となるとこの金額で双葉解体した後の

ガラっていうのかな、あれも全部処分するの

にこんだけかかるっていう認識でいいですか。 

あそこから持ち出したりなんかするのは、

この4,000何百万円に入ってるけど、あの建

物を壊す、それに7,620万5,000円という理解

をさせていただいてよろしいですか。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、大西政策課。 

○政策監（大西隆樹君） 

大西でございます。 

もう一度ちょっと説明させていただきます

と、工事なんですけども、事務所の横にあり

ます倉庫、あそこに33袋入ってます。それを

潰しますので、それをまず別のとこへ持って

いかないといけません。それの仮置き工事等

が必要であります。その工事が終わった段階

で、そこの組合事務所付近がきれいに更地に

なります。次は、全体の工事、掘る準備をし

ないといけませんので、保育所側からですね、

中学校のグラウンドに向けて通路をつくらな
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いといけません。その通路をつくるのに一本

道が必要になります。そこに昔の５歳児クラ

スの増築部分、Ｌ字型になってます。そのＬ

字型部分を潰さないといけません。その分の

潰す工事が、一応この金額というふうになっ

てます。 

今300何袋入ってる分については、もう一

切触りませんので、そのＬ字型の小さな約

300平米部分だけを潰す工事に処分費も含め

て7,600万円という予算を計上しています。 

ただこれ、アスベストの量がちょっとまだ

確定してませんので、こんだけかかるかどう

かというのはちょっと別なんですけど、取り

あえず、アスベストがたくさん含まれている

というような想定でこういう金額を出させて

いただいているというところでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

最初の説明の時に、この4,628万4,000円の

中に33袋のフレコン置場とかその移動ですと

か、そこに今度道路っと入ったもんですから、

前に教えていただいてましたんでその道路の

つけ方をあれを思ってたんですが、そうじゃ

なかったんですね。 

確認しますよ。それも含んで、なおかつプ

レハブの解体も含んで4,628万4,000円という

ことでいいですか。 

いいですね。まずわかりました。 

となると7,620万5,000円は、私はだから勝

手に双葉保育所の解体費、それの処分費とい

う理解でいいんですかって質問だったんです

が。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

はい、大西でございます。 

はい、おっしゃるとおりで、先ほど申しま

したＬ字型の部分を潰す工事が7,600万円と

いうようなことで、理解していただければ。 

○委員長（才脇明美君） 

暫時休憩いたします。 

（午前10時23分 休憩） 

（午前10時25分 再開） 

○委員長（才脇明美君） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

ほかにございませんか。 

はい、中川委員。 

○委員（中川敦司君） 

あと今ずっとね、盛り上がっているこのい

わゆる１億2,000万なにがしの金額の話です

けども、もう間もなく事前工事とかが始まっ

ていくようなことになるんでしょうけども、

これって当然この公民館を使う際にルートが

変わるとかいうふうなことも、住民さんにも

お知らせもしないかんことになろうかと思い

ますが、そういった意味で道路だけじゃなく

て工事の概要みたいなそういったことは、住

民さんに公にしていただく予定なんですか。

その辺りどうなんですか。 

○委員長（才脇明美君） 

大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

周知につきましては、まず広報の10月号に

掲載させていただくことで今準備を進めてお

ります。具体的な日程というのは工事が始ま

ってみないとわかりませんので、大まかなこ

とは、まず広報、ホームページでお知らせし

て、細かなところは間に合わないかもわかり

ませんので、チラシとか、緊急のホームペー

ジに掲載するとかいうことで周知をさせてい

ただきたいというふうに思っております。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかにございませんか。 

はい、永並議長。 

○議長（永並 啓君） 

一応施設組合のほうでも通ってますよね。

どちらで広報するか整理しといてくださいよ。
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豊能町の広報でやるのか、施設組合から出す

のか。ここの議論は、施設組合の議論とかぶ

ってたら駄目なんです。それはそれでやって

いただいて、そこの線引きだけが何か、今ぐ

ちゃぐちゃになって何でもかんでも聞いてい

いわけではなくて、ここでは総務建設の豊能

町の中の委員会での話の中なんで、施設組合

での議論をしっかり整理した上で質問をして

もらいたいし、答弁もしてもらいたいし、今

広報活動のことを言われたんで、それは、豊

能町の広報でやる範囲なのか施設組合ではど

ういうふうな話合いがあって、行われている

のかだけはちょっとちゃんと整理して答弁し

といてくださいね。 

○委員長（才脇明美君） 

はい、大西政策監。 

○政策監（大西隆樹君） 

もう少し詳細を申し上げますと、広報につ

きましては、豊能町の広報を使いますけれど

も施設組合の名前で広報をさせていただきま

す。 

公民館等への進入路が変わることにつきま

しては、一応、広報では施設組合の名前でさ

せていただいくことになりますが、具体的な

日程等が決まりましたら、そこはまた教育委

員会と協議をしなければならないというふう

に思っております。グラウンドの一部を使う

予定しておりますので、これにつきましては

施設組合と豊能町の連名で保護者の方等にお

知らせをさせていただきたいというふうに考

えておるところでございます。 

○委員長（才脇明美君） 

ほかによろしいですか。 

質疑を終結いたします。 

これより討論を行います。 

（「なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

討論を終結いたします。 

これより採決を行います。 

本件は、原案のとおり可決と認めることに

賛成の方は挙手を願います。 

（全員挙手） 

○委員長（才脇明美君） 

挙手全員であります。 

よって、第43号議案は、原案のとおり可決

されました。 

以上で、本委員会に付された案件は全て終

了いたしました。 

続きましてその他について、委員間討議を

行う事項はございませんか。 

はい、秋元副委員長。 

○副委員長（秋元美智子君） 

すみません。前から一般質問、特に議長の

ほうからカーシェアリングのことがよく質問

がありまして、近いところでそういった視察

できるとこはないかなと。いろんな意味で当

然いろんなやり方あるでしょうけど、全国的

にもいろいろやってるとこあります。ただ、

なかなか視察行くのに遠いとこは無理ですの

で、近いところないかなと思いましたら、ど

うも京丹波のほうでそういったことされてる

ようですので、もしよかったらこの委員会の

中で当然日帰りできるとこですので、一遍視

察などを考えていただきたいなと思いまして、

よろしくお願いいたします。 

○委員長（才脇明美君） 

何か御意見は。 

はい、管野委員。 

○委員（管野英美子君） 

私も見てみたいので行ったらいいと思いま

すし、福祉教育の方も誘って行くのはどうで

しょうか。 

○委員長（才脇明美君） 

それは、議会で行くのか総務建設で行くの

か。 

はい、川上委員。 

○委員（川上 勲君） 

お金はありますのか。予算は。行く予算。 
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○委員長（才脇明美君） 

はい、秋元委員。 

○副委員長（秋元美智子君） 

まだ行くか行かないか決めてないので、予

算取りもできませんので、今のとこはゼロで

すが。 

まず私がさっき言いましたように、なるべ

く近いところでっていうのはそういう意味で

す。どっか一泊してとか遠出ってことではな

くって。 

○委員長（才脇明美君） 

はい。浜本事務局長。 

○議会事務局長（浜本正義君） 

はい。議会事務局、浜本です。 

京丹波でございますので、公用車ですね、

公用車空いておりましたら、人数にもよりま

すが、町バスあるいはワゴン車もございます

のでそれでいけるかなと思っております。特

に高速を使うようなことも、仮にあったとし

ましてもそんな料金はかからないと思います

ので、そこの予算面については大丈夫かなと

思ってございます。 

○委員長（才脇明美君） 

何か御意見ありましたら。 

賛成の方は挙手をお願いします。 

（多数挙手） 

行くということを前提に話を進めていきた

いと思います。 

以上で、本委員会を閉会いたします。これ

に御異議ございませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○委員長（才脇明美君） 

異議なしと認めます。よって本委員会は、

閉会することに決定いたしました。 

これで本日の会議を閉じます。 

本委員会の閉会に当たり町長から挨拶がご

ざいます。 

上浦町長。 

○町長（上浦 登君） 

総務建設常任委員会の閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げさせていただきます。 

本日提案させていただきました議案に対し

て慎重に御審議賜りまして、また、適切に御

決定賜りまして誠にありがとうございました。

いただきました御意見につきましてはですね、

執行のときにしっかりと配慮をさせていただ

きながら、注意を払ってまいりたいと考えて

ございます。 

引き続きの御協力、お力添えをいただきま

すようにお願いを申し上げます。 

本日はどうもありがとうございました。 

○委員長（才脇明美君） 

これをもって総務建設常任委員会を閉会い

たします。 

どうも皆様お疲れさまでした。 

 

午前10時35分 閉会 
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